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ニュースダイジェスト                       

■ネクストコム、電通国際情報サービス、ＮＴＴアドバン

ステクノロジ、 テレビ画質に迫る双方向型映像伝送シ

ステムを 2005 年 3 月から発売 

ネクストコム（東京都千代田区）、電通国際情報サービス

（東京都港区）、ＮＴＴアドバンステクノロジ（東京都新宿区）

は、テレビ会議、行政相談、遠隔授業、災害監視など映像

品質に対し高い要求をもつ、主に自治体、文教、医療、放

送、行政に対しての超高解像度映像伝送ソリューション

DVcommNX を発表。 

３社によるプレス発表によると、DVcommNX は、”ホーム

ビデオや業務用ビデオで採用されている DV 規格映像とス

テレオ音声を IP ネットワーク経由で伝送し、多拠点対話な

どをテレビ放送並みの画質で対話型映像伝送を実現する

超高解像度映像伝送ソリューション。” ３社で協業して

DVcommNX を高画質双方向映像伝送システムの中核ソリ

ューションに育てていく考え。 

DVcommNX の特長は、（１）IPv6 及び IPv4 に対応、（２）

ＦＣＵ（４者映像合成サーバ）サーバにて最大４地点から映

像を４分割画面に合成して、ＣＣＵ（予約及び対話制御サ

ーバ）サーバとの連携により、各地点え映像の配信が可能。

別に１ストリーム配信可能、（３）ハードディスクにＤＶ映像音

声の録画可能、（４）CCU サーバと VCU サーバとの連携に

て保存映像、音声をクライアントの要求に応じて送信可能、

（４）会議参加者の制御、会議予約、会議ログ出力、などが

ある。 

また、技術的に難しかった以下の点についても実現して

いる。（１）画面を４分割にしても格段に高画質な映像を伝

送可能、（２）帯域を確保できれば、無制限に多地点化可

能、（３）発言許可などがサーバ側で制御可能（クライアント

のスペックを抑えられる）。 

DVcommNX は 、 ３ つ の サ ー バ で 構 成 さ れ る 。 （ １ ）

DV-FCU（4 者映像合成サーバ）、（２）DV-CCU(予約及び

対話制御サーバ)、（３）DV-VCU（VOD サーバ）。 （１）の

DV-FCU と（３）の DV-VCU は、電通国際情報サービスより

技術提供、（２）の DV-CCU は、ネクストコムと NTT-AT で共

同開発。クライアント機器には、ファットウェア（岡山県倉敷市）

が開発したソフトウエア「DVcommXP」を利用。 

同ソリューションは、企画から開発、導入、保守まで一貫し

て提供する。各社の役割については、製品の企画設計をネ

クストコムが、FCU サーバ、VCU サーバの基本技術を電通国

際情報サービスが提供 NTT-AT が CCU サーバの開発を担

当する。 

発売開始は、2005 年 3 月中旬、最小構成価格は 800 万円

（税抜き）から、2008 年までに累計 30 億円の売上げを目指

す。 

 

ショートニュース                        

◆ 米 IBM は 、 ウ ェ ブ 会 議 サ ー ビ ス IBM Lotus Web 

Conferencing Service を、今月１２月から提供する。サービス

利用に必要なものは、PC、インターネット接続、電話。利用時

間に応じての課金方法、あるいは、月定額等による課金方法

によりサービスが利用できる。あらゆる規模あるいは業種の企

業 へ 業 務 効 率 化 ソ リ ュ ー シ ョ ン 「 IBM New Workplace 

Offerings」のひとつとして提供する。 

◆イタリアのテレコムイタリア（日本のＮＴＴに相当）が、オース

トリアのテレビ会議メーカーScotty 社へテレビ電話 1000 台を

発注。同社テレコムイタリアの法人ユーザー顧客への再販と

社内利用目的で発注した。 

◆米テレビ会議大手ポリコム社ＣＥＯ、ロバートハガティ氏、

来年 2005 年 2 月 2 日－4 日にインド ニューデリーで開催の

SUPERCOMM INDIA 2005 で講演予定。講演予定日・講演タ

イトル：2月2日NGN and IP – CHANGING THE FUTURE OF 

COMMUNICATIONSUNIFIED COLLABORATIVE 

COMMUNICATIONS。 

◆オーストリアのテレビ会議メーカーScotty 社は、同社が販

売するテレビ電話機「mm156/225」のデザインを独ポルシェ

デザイングループに委託する。新たにポルシェデザインで開

発されたテレビ電話機は、ポルシェデザイングループ系のシ

ョップでも販売する計画がある。世界的に認知されているポ
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ルシェデザインによってコンシューマ向けのテレビ電話ビジ

ネスを活性化する狙いがある。 

◆スエーデンの電話会議端末メーカーKonftel 社が、ブル

ートゥース（Bluetooth）対応の電話会議用スピーカーフォン

「Konftel 60W」を発売した。ブルートゥース対応の携帯電

話、ＰＣなどとワイヤレスに接続が可能（10ｍ程度）。ＰＣフォ

ン、たとえばスカイプ（Skype）ＶｏＩＰ電話などのスピーカー

マイクとしても使える。価格は、499EURO（約 70,000 円）。

VAT 税別。Konftel 社製品についての日本での販売会社

は今のところない。（Konftel 社マーケティング担当者に確

認） 

◆ 米 ポ リ コ ム は 、 同 社 の 電 話 会 議 端 末 の 次 世 代 機

「Soundstation 2」を発表した。ラウドネスを２倍にしマイクロ

フォンの音声感知能力を既存の Soundstation から 50%向上

させ音声品質を上げた。その他では、バックライト LCD で、

電話番号、着信番号、通話時間、コーラーＩＤ（日本でのＮ

ＴＴナンバーディスプレーサービスに該当）などを表示可能

そして、電話帳機能、ミュート、保留など、また７カ国語に対

応。日本での発売は未確認。同社の Soundstation は、

1992 年に発売して以来全世界で 170 万台を販売した。 

----------------------------------------------------<AD>-- 
 

アエスラ(Aethra Italy) 

電話会議・テレビ会議 

世界第 4 位(Wainhouse データ) 

のテレビ会議メーカー 

http://www.aethra.co.jp 
 

 
＜広告＞イスラエル VCON のテレビ

会議製品情報（日本語）： 
－日本地方自治体等導入実績 
－PC タイプのテレビ会議システムか

らセットトップタイプのものから MXM
メディアエクスチェンジサーバー、

MCU、ストリーミング、開発ツールキ

ットなど幅広いニーズに対応。テレビ

会議メーカー、大手 5 社に入る。 
H.323 対応 PC 用会議システム vPoint HD H.264 対応 

VCON  http://www.vcon.com 

-----------------------------------------------------------------<AD>------ 

 

 

インタビューレポート                          

米コンピュネティクス社 

 

 
米コンピュネティクス社 

コミュニケーションズ・システムズ事業部 

担当副社長兼事業部長 

ジェラルド Ａ ポンパ氏 

 
ＣＮＡリポート・ジャパン編集長橋本（以下橋本）：今回インタ

ビューに応じていただきありがとうございました。まずは自己

紹介からお願い致します。 

ジェリーポンパ氏（以下ＧＰ）： 
今回ＣＮＡリポート・ジャパンの読者の皆様に当社コンピュ

ネティクス社について知っていただく機会を持てて大変光栄

に思います。私の名前は、ジェラルド ポンパと申します。コン

ピュネティクス社 コミュニケーションズ・システムズ事業部担

当の副社長兼事業部長をしております。私の仕事上の責務

は、音声やウェブコラボレーションプラットフォームの開発、販

売等を行う部門を統括することです。 

当社コンピュネティクス社に入社する前は、Westinghouse 

Electric 社で原子力発電所向けロボットシステム開発の仕事

をしていました。その時は、日本の三菱重工業とも連携したビ

ジネスも経験しました。大学では、コンピューター科学と数学

を専攻していました。 

 

橋本：読者の中ではコンピュネティクス社についてご存じで

ない方もいらっしゃると思われますので、どういった会社なの

かご紹介ください。 

ＧＰ：当社コンピュネティクス社は、一般的な言葉で言えば、

企業向けあるいは通信事業者向けの多地点接続装置（ＭＣ

Ｕ、ブリッジ）を専門に開発している会社です。1968 年アメリ

http://cnar.jp
http://cnar.jp/aethra.htm
http://cnar.jp/hkeis/public/VCON/vcon_02.htm
http://cnar.jp/aethra.htm
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カ合衆国ペンシルバニア州ピッツバーグ市に設立され以

来３５年間、小規模から大規模で非常にシステム稼働的に

信頼性と安定性の高い、且つスケーラブルな多地点接続

装置を幅広く世界各国の顧客に提供しています。 

今までに世界 25 ヶ国以上の国で 25 万ポート分の多地

点接続装置を販売した実績を持ちます。本家米国では、Ｎ

ＡＳＡ米国航空宇宙局をはじめとした米国政府内の部局な

どでミッションクリティカルな用途で幅広く利用、米連邦政

府機関などでの実績や経験が豊富です。それをもとに９０

年代初めの頃から民間向けの会議市場へ CONTEX シス

テムなどを投入してきました。以後市場ではマーケットリー

ダーとしての地位を確保しています。 

米連邦政府機関以外ですと、通信会社系で米スプリント、

英ブリテッシュテレコム、豪テルストラ、日本の NTT、テレコ

ムマレーシア、米 MCI、ドイツテレコム、など、また企業系だ

とゴールドマン・サックス、日本の大手電気機器メーカーな

ど数多くあります。 

 

橋本：御社ではどのような会議用の多地点接続装置を開

発、販売しているのでしょうか。製品の強みなどもご説明く

ださい。 

ＧＰ：当社コンピュネティクス社は、企業向け小規模用から

大規模向けまで会議用多地点接続装置のフルラインナッ

プを、また、会議システムの導入から、実際に会議サービス

を始めるための各種コンサルティングサービスも提供して

います。 

まずは、企業向けの製品群として、ISDN や IP テレビ会

議などに対応した“VIRTUOSO”や音声会議、テレビ会議、

データ会議に対応した”audioVIRTUOSO”を提供していま

す。これらのシステムは、自動会議設定が行えるように最適

化された設計をされており、Web インターフェイスや DTMF

制御、グループウエア製品との連動、会議スケジューリング

用に特別に設計されたユーザーインターフェイスを揃えて

います。また筐体は小さくラックなどに簡単に載せることが

できるため場所を取りません。 

次に大規模会議向け、あるいは多地点会議サービス事

業者など向けのシステムとして、”CONTEX 240/480”、”

CONTEX On-Demand”があり、これらのシステムは、世界ト

ップクラスの高い音のクオリティで、なおかつ非常に豊富な

機能を提供しています。加えて、音声会議、テレビ会議、デ

ータ会議をフルに統合した”ORCHESTRATOR Hybrid”もあ

ります。 

ま た 、 当 社 は こ こ 最 近 CONTEX Summit 

CMP(Concentrated media processor)という新しい大型多地点

装置を市場に投入しようとしております。このシステムは、192

ポートから 9,600 ポートまでをシングルセットでスケーラブルに

サポート、システムの冗長性と信頼性をより高めている、各モ

ジュールがホットスワップに対応（電源ＯＮで稼働中にモジュ

ールの差し替えが可能）といった特長があります。 

CONTEX Summit は、通常の電話回線はもとより、SIP ベー

スの VoIP をサポートいます。そして、さまざまな会議向けの機

能、たとえば、オペレーターが会議設定などを行う機能、それ

を自動で行う機能、そしてイベント運用などを想定した機能な

どをフルに搭載して、VoIP以外にもモバイルなどさまざまなネ

ットワークにも対応しています。 

次に、製品ではないですが、プロフェッショナルサービスと

いうコンサルティングサービスを提供しています。会議ツール

を企業のワークフローの中でどのように有効活用するかの方

法や、多地点会議サービス事業を開始する上でのさまざまな

ビジネスノウハウをコンサルティングするという内容です。 

 
CONTEX Summit 
 
橋本：御社のシステムの設計開発のコンセプトを教えて下さ

い。 

ＧＰ：当社は、３５年間に及ぶ多地点接続装置における豊富

な技術と経験に裏打ちされたシステムとしての安定性や長期

的に長く使えるという価値に重点を置いた開発を行っていま

す。また音声の品質には非常なこだわりをもっています。それ

は、コミュニケーションを行う上で音声の品質は非常に重要

http://cnar.jp
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だからです。 

たとえば、CONTEX Summit は、ハイファイ音声、サラウ

ンドシステムをサポートしています。このような高音質をサポ

ートしているということは、音声会議サービスの次世代を見

据えたものであり、また、音声コミュニケーションが日々のビ

ジネスワークフロー、コンシューマ向けのアプリケーション、

あるいはオンラインゲームなどで幅広く利用されるための基

本となります。 

また、当社のシステムは、現在既存の各種の会議機能

やサービスをサポートするように設計製造されておりますが、

これから将来出てくるであろう機能やサービスに対しても対

応できるようになっています。さらに、顧客のビジネスニー

ズに柔軟に対応でき、顧客ユーザーの投資を最大限保護

するため、大きなシステムアップグレードなどを行う必要が、

可能な限りないように設計において工夫されています。 

 

橋本：過去２年くらいの御社の事業のポイントについて教

えて下さい。 

ＧＰ：過去２年間での当社の事業としては、２つあります。一

つめは、国際ビジネスの拡大進展、そして２点目が先程述

べました CONTEX Summit と呼ぶ次世代のプラットフォーム

の開発があげられます。ここでは、国際ビジネスについて

お話させていただきます。 

当社では国際ビジネスの拡大については、ビジネス戦略

上非常に重視しています。オーストラリアに５年前にアジア

太平洋地区オペレーションを開始、その後事業の拡大を

図るため、2002 年に香港に、そして、インドのムンバイに

2004 年 8 月事務所を開設しました。当社の人材は多国籍

的です。会議市場に熟知したまた経験豊富な人材がそろ

っています。さまざまな市場があるアジア太平洋地域では、

それらがビジネス戦略上非常に大きな強みとなっていま

す。 

 

橋本：日本での最近の御社のビジネスはどのような状況

でしょうか。 

ＧＰ：日本市場は、過去 18 ヶ月間アジア太平洋地域でもっ

ともビジネスの成長が高い地域のひとつでした。2004 年は、

昨年と比べ当社のビジネスは倍になりました。今年は当社

にとってはいろいろと実績の上がった年でした。来年以降

もこの勢いが継続することを期待しています。アジア太平洋

地域は、市場の成長性という意味では、もっとも潜在力のある

市場であるということがはっきりわかりました。成長力は非常に

大きいものがあると見ています。その中で、日本はとりわけ顕

著です。 

いままでのところ、日本市場では企業向けのシステムに力

を入れてきました。今後日本市場へも大規模システム向け

の”CONTEX Summit”を投入することによって、より多くの日

本の国際的な大手企業、多地点接続サービス提供業者など

へ当社のシステムを提案していきたいと考えています。 

 

橋本：日本市場に何か変化を見ていますか？ 

ＧＰ：日本の会議市場と言えば、テレビ会議がもっとも関心が

あると聞いています。また市場が非常に先進的です。しかし、

音声会議といえばたとえば北米などの西洋諸国で非常に広

く受け入れられている会議ツールですが、過去 18 ヶ月を見て

みますと、テレビ会議だけでなく音声会議やWeb会議に対す

るニーズが顕在化してきています。その背景として、特に日

本で最近普及してきているブロードバンドとそれにともなう

VoIP へのトレンド、そして日本企業のさらなるグローバル化が

挙げられると思われます。 

 

橋本：日本での導入状況についてお話していただけますか。 

ＧＰ：2004 年の頭日本市場に初めて一般企業向けの音声会

議多地点接続装置”audioVIRTUOSO”(写真下)を発表した

時、このシステム装置の潜在的な顧客は、おそらく日本で事

業展開をする外資系会社が

主であろうと見ていいました。

ところが予想とは反して、ふ

たを開けてみると導入したほ

とんどの企業が日本企業だ

ったのです。 

その日本企業の社名は公表

することを許可されていない

のでここでは明かせませんが、

日本を代表する大手電気機

器メーカーや、金融系企業、

あるいは IT ビジネス系やトレーニングサービスを提供する中

堅企業などです。 

http://cnar.jp
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日本の顧客企業は、自社内ＰＢＸとの連動や社内ＶＰＮを

通したＶｏＩＰ環境での利用などが主な導入形態で、48 ポー

トタイプのシステムから 120 ポートタイプのシステムをご導入

いただいております。 

 

 

CONTEX システム構成例 

 

橋本：どういった理由から御社のシステムを日本の企業は

選定したのでしょうか？ 

ＧＰ：大きくわけて、ＲＯＩ（導入後の投資効率）の良さと、セ

キュリティと運用管理コントロール機能、そして音声の品質

（音の良さ）にご理解をしていただいた結果だと思います。 

最初に、ROI についてです。音声会議システムを顧客企

業内に自社装置として設置することによって、外部の多地

点接続会社のサービスを利用する必要がなくなりますので、

それに関わるサー

ビス利用費用を節

約できます。また、

自社内にすでに

ある電話回線網や

VPN のネットワー

クに統合させること

ができます。(写真

左 ： CONTEX 
240/480) 

次の点が、セキ

ュリティと運用管理

コントロール機能です。ビジネス環境では、セキュリティをどの

ように確保するのかというのが重要な課題ですが、当社のシ

ステムを自社設備として自社内にご導入していただき、シス

テムにビルトインされたセキュリティ機能やエンドユーザー運

用管理コントロール機能を活用することにより、会議のセキュ

リティは高度に確保されます。 

そして３点目ですが当社コンピュ

ネティクス社は、音声の品質につ

いてはこだわりをもって開発して

おり、その音声品質については

業界でもトップクラスです。導入

いただいた日本の顧客企業は、

その点をよくご理解していただい

ているようです。音声の品質とい

うのは、エンドユーザーの導入決

定のプロセスでは、しばし見過ご

される場合が多いのですが、当

社 の audioVIRTUOSO や

CONTEX システムが音声の品質がよいという強みは、当社に

とっては他社との差別化要因として機能していると見ていま

す。 

 

橋本：日本の顧客に対するサポートはどのような状況でしょ

うか。 

ＧＰ：当社コンピュネティクス社の日本でのビジネスの展開は

当社のシステムを日本国内で扱っていただいているＮＴＴ－

ＭＥによるところが大きいです。ほぼ大多数の日本での顧客

企業はこの２年間のＮＴＴ－ＭＥとの協力で導入いただいたと

ころで、今後もより多くの日本企業に当社のシステムをご検討、

導入いただけるよう NTT-ME と協力をしていきたいと考えて

います。 

ＮＴＴ－ＭＥとの協力を通して、日本の顧客向けに、システム

のカスタマイズ対応、マルチ言語サポート、システムメッセー

ジング機能、日本語ウェブインターフェイス、セキュリティの強

化などを提供しています。このような機能のローカライズや日

本向けのサービスは今後も提供させていただくとともに充実さ

せ、顧客満足の向上を図っていきたいと考えています。 

 

橋本：最後の質問になりますが、最近のシスコ、アバイア、ノ

http://cnar.jp
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ーテルネットワークス、アルカテルなどのビックプレイヤー

が市場に参入してきつつありますが、どのようにご覧にな

っていますか。 

ＧＰ：まず、市場は、エンタープライズ市場を中心に展開し

つつあるのが現状かと思います。これらの大きなマーケット

プレイヤー達は、間違いなく VoIP のインフラプラットフォー

ムやコラボレーションアプリケーション、そしてそれらのコン

バージェンスを促進することにそのビジネスの関心がある

のですが、彼らの発するビジネスメッセージ全体からすると

ほんの氷山一角の話でしかないのです。つまり、彼らから

すると、会議機能というのは、通信というサービスの一付加

機能でしかないわけです。 

しかし、会議ツールとして見た場合、市場のフォーカスは

コラボレーションというのがひとつのキーになってきていま

す。そうすると、当社のようなコラボレーションプラットフォー

ムを開発することがますます重要になってくるわけですが、

市場はその方向へシフトしてきています。その中で、当社

は新たな利用アプリケーションを考え、ユーザー顧客に新

たな技術を提供していきたいと考えます。そのためのＲ＆Ｄ

の投資を強化していきます。 

一般的には、過去２０年間ＰＢＸで会議開催機能は提供

されてきましたが、ＰＢＸの一機能として提供されていたとい

うことから会議を行う上で制限がありました。そのため、ある

意味でその制限を補う意味で、たとえば会議を主催すると

いった特定の操作を可能にするため、当社で最適化され、

それもシステム的に信頼性が高く高性能なツールを開発し

それを実現してきました。そのツールを開発し市場に提供

することが、当社がビジネスフォーカスしているところです。 

橋本：ありがとうございました。 

 

 
左からポンパ氏、編集長橋本、スー氏、コルディック氏 

【連絡先】 

Compunetix, Inc. http://www.compunetix.com 
Sonia Soo soniasoo@compunetix.com.hk 
（アジア太平洋地域ビジネス開発担当マネージャー） 
Don Kordick  dkordick@compunetix.com 
（アジア太平洋地域ビジネス開発担当ディレクター） 
株式会社 NTT-ME グローバルソリューション本部  
マルチメディアコミュニケーションシステムカンパニー 
TEL：03-5956-9836 FAX：03-5956-9058 
E-mail：mmcs@ntt-me.co.jp 

イベント情報                             

■SUPERCOMM INDIA 2005 
日時：2005 年 2 月 2 日--4 日 
場所：インド、ニューデリー 
主催：INTER ADS LIMITED 
詳細：http://www.supercommindia2005.com 
＊ SUPERCOMM INDIA 2003 のレポート： 

http://cnar.jp/home/CNASPE/CNASPEDIndia.pdf 
■Collaborative Conferencing Summit 2005 
日時：2005 年 2 月 21 日、22 日 
場所：米国ニューヨーク、Westin New York Times Square 
主催：ＥＴＡ、協力：IMCCA  
詳細：http://www.ccsexpo.com 
 
ＣＮＡリポート・ジャパン掲示板                     

 
Ｃ Ｎ Ａ リ

ポート・ジャ

パ ン で は

掲 示 板 を

運営してい

ます。会議

関 連 の 質

問などどん

どん書き込

んでみてく

ださい。 

 

掲示板：http://cnar.jp/patio/patio.cgi 
編集後記                             

今年も購読ありがとうございました。また来年もよりよい内容

にすべく頑張りたいと思っています。それではよい年をお迎

えください。来年もよろしくお願い致します。 

 

 
CNA リポート・ジャパン 
編集長 橋本 啓介  k@cnar.jp（CNA リポート・ジャパン 

Vol 6. No.21 2004 年 12 月 31 日号終わり）次号 Vol 7. 
No. 1 は、2005 年 1 月 15 日の発行を予定しております。 
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